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本市の人口

(昭和49年 4月!日現在)

人口舗数 1 92， 1 7 1人

男 93， 7 1 5人

女 98，456人

帯 数 59， 966世帯

13月定例会!
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得
な
い
危
揖
的
な
状
況
に
あ
る
。
旦
な
っ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
孟
露
だ
一

r

一

J

I

L

-

-

明

〆

、

為

一

一

一

瞬

ご

め

葺

供

一

一

一

文

で

具

体

性

が

な

い

。

五

か

年

の

計

闘

一

い

。

一

.

.
 
明、

/

河

岨
一

間

農
業
賢
官
の
商
雌
な
ど
で
危
檀
一
民
生
活
安
定
に
一
層
時
め
る
。

一匹

コ

定

.

斉

一

一

上

げ

陣

聞

に

つ

い

て

量

ゑ

予

告

安

全

に

は

夏

議

室

一

一

一

飼

い

，

網

打

一

に

貧

し

て

い

る

警

警

官

一

一

弘

幸

昭
和
四
十
九
年
軍
需

工

3

一

包

一

言
り
、
五
十
年
以
陣
と
し
た
い
五
て
て
い
る
。
一

O
福

祉

行

政

一

圃

T

a

h
、
、
一
撃
の

2に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
一

O
道

路

行

政

一

変

号

室

措
罰
金

2

5
ト

♂

一
刊
誌
諮
問
日
目
立

m
?と
老

人

医

療

無

料

化

明

院

:

人

当

町

長

損

害

一

生
活
関
速
道
一
諮
問
主
守

セ

民

一

一

帯

主

者

五

時

日

γ一
間

六

十

認

口

元

日

露

に

よ

り

老

師

輔

J
JJ〆
4

一

知

的

権

刑

判

一

聞

は

い

け

の

い

知

事

関

口

一

一

よ

土

市

E
話
笠
号
詰
長
言
程
註
露
翻
?
~…
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τ
?
1
l
l
l
l
!炉
」
す
一

τ
芸
り

Rた示
い

。

一

Eて
い
る
。
芸
者
で
あ
一
号
出
て
い
る
。
乙
れ
に
伴
う
費
一
起
債
毒
て

5
5雪
ユ

.

吋

絹

選

時

守

弘

、

ヘ

ノ

一

塁

に

努

力

Z
。

玄

関

連

道

路

の

を

ど

色

査

事

業

会

計

予

算

τ)土
星
(
新
室
長
塑
喜
一
。
教
育
行
政

7
、
異
常
な
拐
事
の
償
上
が
り
と
い
一
噴
出
来
て
い
る
の
か
。
一
て
い
る
。
ご
警
告
を
な
く
す
た
?

返

す

手

緩

設

断

史

民

μ
一

一

一

05甲
府
市
著
者
医
療
費
助

斗
門
、

i(市
民
ク
ラ
ブ
)三浦一

学
区
の
再
編
成
と

一
言
状
況は、

国
産
で
も
君
子
者
会
祉
法
で
は
、
六
十
三
め
、
医
師
会
、
病
院
協
会
員
織
し
一

計

九

泌

総

趨

額

融

5
一
。
物
価

対

策

一

付

与

M
U
r
k持
ヨ
成
金
喜
条
例
の
一
部
署
改
正
す
る
条

会
豆
諸
r
M
M
U
目立

城南中通学習

否
認
日
比
谷
一
一
言
提
言
語
録
制
将
一

一
3
7
fG
脳内
、
一
日
刊
誌
肩
書
説
明
粁
っ
bKra軍
審

議
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
一
問
題
中
学
高
校
に
き
て
す
高
き
た
め
、
密
事
に
一
盟
に
つ
い
て
、
な
ぜ
暴
露
化
を
一
る
ま
で
一
軍
の
困
難
性
雪
つ

i

f--ι凶
昆
晶
E
F

一

T
一
望
し
て
害
補
正
予
算
書
め

L
祉
手
当
支
給
条
例
の
一
部
長
止
す
る

す

。

一

域

で
学
区
編
成
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
を
つ
い
て
き

Z顕
在
し
て
給
食
一

5に
止
め
て
い
る
か
議
官
一
ぇ
、
毒
事
甘
え
の
な
い
よ
う
十
一

-V
E・
E・
-
可
一
関
門
価
問
題
に
つ
い
て
は
、

F
一
議
を
喜
一
億
円
骨
計
上
し
た
。

一
語
制
定
に
つ
い
て

市
一
"
閉
山
田
陶
器
話
・
山
川
町
出
出

5
2諮問山

主
な
提
出
議
案

と

そ

の

結

果



一
語
裂
に
一
般
財
普
段
入
し
な
吋
れ
一
霊
警
は
撃
を
生
誌
工
が
図
鑑
一
書
前
回
の
慰
金
価
上
げ
に
よ
る
五
一を
霊
に
援
用
す
る
噌
え
は
な
い
か
。
一
票
、
量
措
置
事
務
を
二
年
以
上
経
一
関
空
盲
ど
お
り
保
母
の

Z
A登
用
一
人
事
量
で
、
甲
重
一
甲
重
量

一
ば
な
ら
な
い
。
遣
に
こ
う
し
た
状
躍
が
一
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
平
、
同
庫
補
助
一
か
年
肘
聞
に
肥
田
植
し
、
第
四
期
抵
型
計
一
答
保
育
所
長
は
、
現
状
で
は
明
子
一験
し
た
実
摘
が
広
い
と
国
庫
の
補
助
対
一
す
べ
く
検
討
を
し
て
い
る
。
(
な
お
、
一
び
玉
絡
の
三
議
育
所
長
に
そ
れ
ぞ
れ
保

士一、

三
苛
続
く
な
ら
ば
、
闘
方
間
取
に
一
の
凪
価
は
集
情
に
合
わ
な
い
も
の
と
な
一
回
(上
楠
盟
寺
、
玉
穂
村
帯
へ
の
配
水
一臓
民
の
冊
臣
官
ク
ラ
ス
が
配
置
さ
れ
て
い
一組
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
質
一
こ
の
点
に
つ
い
て
は
四
月
十
一
百
付
の
一同
障
が
再
任
し
、
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
)

一
新
た
な
危
楓
が
生
ず
る
と
い
え
る
・
一
り
、
起
品
筏
狙
は
ま
ず
ま
ず
広
大
し

m一
世
布
股
)
の
昭
和
取
水
に
補
慣
制
な
ど
一

I
l
l
l
-

一
一
期
政
官
佳
迫
の
大
宮
な
以
閃
と
な
っ
て
い
一
多
似
の
出
置
を
要
し
、
さ
ら
に
石
油
危
一

一

怠

事

制

度

の

一

一

一

一

一
る
。
超
過
負
担
僻
泊
の
仮
本
間
質
吾
国
一
植
に
伴
い
水
道
用
資
荷
の
四
国
置
も
あ
っ

一

『

』

一

機

能

を

再

考

一
に
強
く
蓄
す
べ
き
で
は
な
い
か
・
一
て
童
話
生
じ
た
。
公
哲
あ
品
一

凋

町

一
間

昨
年
、
第
三
次
組
個
直
革
の
柱
一
答
柑
方
自
治
体
の
開
放
を
匡
泡
し

E
t湾
奇
守
る
政
治
安
署
も
あ
っ
て
恒
一

吋

柑

汗

一
と
し
て
実
施
さ
れ
た
審
制
度
炉
、
本
一
て
い
る
超
過
負
担
を
解
消
し
、
制
方
財
一
上
げ
は
予
定
ど
お
り
五
十
年
と
す
る
二

静

的

山

昭

和
四
十
九
年
度
各
会
計
予
霊
十
件
の
審
査
を
付
託
さ
れ
た
一

一
定
し
て
い
き
た
い
。
一
来
の
露
で
あ
る
哀
の
量
ス
タ
ユ
政
の
雲
価
立
の
た
め
兜
凱
に
立
っ
て
一
重
財
政
高
密
で
あ
っ
て
も
長
一

泊

ο

ご

'
算
特
別
霊
会
は
、
=
肩
十
六
日
か
ら
九
日
間
に
わ
た
っ
て
慎

ご

市

税

織

成

比

の

一
フ
と
し
て
、
予
算
嗣
成
な
ど
で
十
基
一
努
力
し
た
い
・

5
問
題
に
つ
い
て

τた
京
高
民
に
供
宇
る
た
め
の
よ

款

…

持

ι計
十

辰

野

建

詰

ト

…

一

切

%

は

好

転

か

一

等

て

い

る

毒

慰

わ

れ

な

い

一

向

十

日

延

長

山

一

銭

刊

誌

:

一

明

プ

暑
の
報
告
の
後
、
重
苦
も
っ
て
市
長
提
案
の
と
お
り
可
決
し
こ

間

新
年
宰
算
の
特
徴
と
し
て
、

一
答

事
制
宮
本
来
の
あ
り
方
に
一
資
拐
の
語
で
そ
の
効
票
去
れ
て
一
季
裂
は
経
営
内
容
を
直
に

-m
一

初

川

ま
し
た
・
露
呈
な
も
の
は
択
の
と
お
り

で

す

。

…

一

霊

長

入

に

占
め
る
割
合
主
O
三

つ
い
て
当
初
の
唱
え
と
違
っ
た
慣
が
旦
お
り
、
苦
皇
宮
本
市
に
お
い
て

τて
、
独
連
震
事
え
た
な
か
で
一

監

“

一で
構
成
上
で
は
自
主
財
源
が
強
化
さ
一
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
私
自
身
の
週
一
も
三
偲
五
千
万
円
の
芭
割
に
の
ぼ
っ
て
一
五
十
年
に
あ
る
程
度
大
巾
な
郡
金
値
上

一

い

H

新

予

算

の

性

一

わ

れ

れ

針

何

日

目

抑

制

一

ド

持

作

2
2が

そ
一

訪

日

目

白

山

誌

は

じ

れ

品

目

凶

刊

誌

f
一
司
、
市
民
の
理
解
毒
て
蓄
し
た
一

樹

格

は

ど

う

か

一

一

一

一

一

一

股

・1

一
を
量
っ
て
政
策
を
中
心
と
し
て
の
中
一

3
答

一
見
そ
の
よ
う
に
景
票
、

一
組
阻
改
革
の
震
に
も
ど
っ
て
そ
の
構
否
決
に
涯
づ
く
意
見
霊
出
も
雪
一

保

育

所

長

に

一

寸

間

奪

回

写

習

性
格
は
、
主
四
市
政
執
行
方
針
昏
策
定
し
た
。
し
た
一時
吉
国
の
議
富
制
政
策
に
よ
る
一
票
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
対
処
な
い
な
ど
強
力
量
腎
で
臨
む
。

一

一

-

-
の
示
し
た
中
期
市
政
執
行
方
針
の
初
年
一
が
っ
て
斯
蓄
の
予
在
、
そ
の
方
針
一
明
方
言
語
主
主

、
起
債
の
了
、
有
能
な
宮
署
生
か
し
た
い
。
一

水

道

会

計

の

一

保

母

を

登

用

一
時

開

り
一

度
と
し
て
の
予
算
な
の
か
、

そ
れ

と

も

一

の

初

年

度

と

し

て

の

性

格

と

、

一

方

忠

雪

込

み

に

よ

り

葉

置

に

対

す

る

こ

一

一

間

現
在
、
保
育
所
の
草
取
に
は
一

炉

原

一
市
長
公
約
害
訴
の
た
め
の
襲
年
度
と
一
実
に
公
約
を
査
す
る
た
め
の
最
撃
一般
車

率

重

量

に

奔

し

て

い

一

超

過

負

担

解

一

建

直

し

策

は

一
聖
費
争
前
慣
し
て
い
る
が
、
思
一

M
明

よ

一

し
て
の
暗
ま
と
め
酌
な
予
算
な
の
か
。
一
度
の
ま
主
と
し
て
の
両
方
の
震
を
一る。

増
大
す
る
市
民
需
型
車
し
、
一

消

に

努

力

を

一
間

益
裏
金
計
は
大
黒
字
と
石
川
副
の
事
足
っ
て
い
な
い
。
一

間

一
答

新
年
骨
平
算
は
本
来
な
ら
ば
中
一
も
っ
て
い
る
。
中
期
計
画
は
で
き
る
限
一
市
民
宿
祉
の
向
上
告
は
か
る
に
は
、
国
一

関

市
の
公
共
事
現
は
、
モ
ノ
不
一
な
り
財
政
が
強
化
し
て
い
る
が
、
会
佐
一
父
母
負
担
軒
時
と
亨
チ
職
員
の
努
証
一
ー

だ
一

期
計
画
の
初
年
度
と
し
て
の
性
格
言
一
り
号
、
書
の
安
定
主
事
長
一
の
補
助
、
起
債
が
少
な
い
君
で
も
行
一
足
、
砲
撃
習
躍
に
よ
り
、
広
一
の
宮
し
の
裂
は
ど
う
す
る
か
。
一
の
遺
言
く
と
い
う
高
か
ら
、
富
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低所得者等緊急窪助対策 4，000 夜間照明施設(2校〕
福祉センFー運営費 15，324 父兄負担軽滋賀(図2号館司書 ・保健費 20，954
国民健康保険会計へ繰出 55，8印
勤労者互助会事業 3，000 ()調和ある都市づくりのために

婦人交通指導員の定数化 7，056 農業センター資
生活協同組合運営資金融資 2，120 農道舗装整備事業
市立甲府病院制築事業費 594，459 御岳林道整備事業

中小企業資金融資貸付預託金
市有林の造林
ミニ工業団地関連事業
丸中地区再開発基本計画作成
泉町区画整理事業
上阿原 ー寿町線等街路事業
仙餓滝前展望台新設

動物園整備事業

()市民サーピス向上のために

世論調査実施事業
自治会活動の育成
相川市民会館建設

第 21号

任
期
最
終
の
予
算
を
質
す

国
保
会
計
を
除
き
全
会
一
致
で
可
決

雨後

;，3‘9.111 
4997ヲJ

(単位千円〕

民笠貨

2.596.95e 
R27~" 

4，450 
28，800 
30，345 
100，000 
42，690 
15，205 
6，400 

313，391 
206，544 
1.200 

18，225 

325 
16，225 
15，000 

415，693 
10，000 
50，000 
お，047
100，000 
2，900 
27，000 

723，430 
337，026 
939，902 

()快適な生活環境をつくるために

公営住宅建設事業費
緑と花いっぱい事業
小瀬スポーツ公園整備事業
ごみ、し尿等処理対策
生活関速道路舗主主
すぐやる体制工事
水路俊傑等整備
下水道広張事業
消防近代化事業
上水道整備充実事業
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